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材料名 厚さ(mm) 調査を行う範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

Ⅰ　工事概要

１．工事場所

２．敷地面積

　1）集会所　木造　2階建 取りこわし １棟

　　　　　　延べ面積　77.41㎡ （電気、機械設備共）

　　①屋外排水設備

Ⅱ　解体工事仕様

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

官房官庁営繕部制定の「建築物解体工事共通仕様書（建築工事編）

　（令和４年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

　　図面、本特記仕様書及び解体共通仕様書に記載されていない事項は、

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建

築工事編）令和４年版」（以下｢標準仕様書｣という。）及び「公共建

築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修

標準仕様書」という。）による。

（２）本特記仕様書の表記

１）項目は、・印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の 《  .  .  》内表示番号は、解体共通仕様書の

当該項目、当該図又は当該表を示す。

４）特記事項に記載の(　． .　)内表示番号は、標準仕様書の当該項

目、当該図又は当該表を示す。

５）特記事項に記載の[　． .　]内表示番号は、改修標準仕様書の当

該項目、当該図又は当該表を示す。

材料名

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-1または

JIS A 1481-2

JIS A 1481-3または

JIS A 1481-4

・　　　箇所 ・　　　箇所

・　　　箇所 ・　　　箇所

・　　　箇所 ・　　　箇所

適

用

測定

名称
測定時期 測定場所

測定箇所数

(各施工箇所

ごと)

測定1

処理作業前

処理作業室内 ・計　　　点

測定2
調査対象室外部

の付近
・計　　　点

測定3

処理作業中

処理作業室内 ・計　　　点

測定4
セキュリティ

ゾーン入口
・計　　　点

測定5

集じん・排気装

置の排出口(処理

作業室外の場合)

出口吹出し風

速1m/sec以下

の位置

・計　　　点

測定6

処理作業室外

・施工区画周辺

・敷地境界

・計　　　点

測定7
処理作業後

(シート養生中)
処理作業室内 ・計　　　点

測定8 処理作業後

シート撤去後

1週間以降

処理作業室内 ・計　　　点

測定9
調査対象室外部

の付近
・計　　　点

測定名称 測定方法

・測定4

・測定5

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）

パーティクルカウンター、繊維状粒子自

動測定器（リアルタイムファイバーモニ

ター）等の粉じんを迅速に測定できる

機器を用いた測定

測定

名称

メンブレン

フィルタ直径

(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

・測定4

・測定5
25 5 30

・測定
25 10 120

・測定
47 10 240

・測定

工事特記仕様書

章 項　　目

各
章
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事
項

1

章

・適用基準

・石綿含有建材

の調査

・騒音・粉じん

等の対策

・足場等

・山留めの撤去

・杭の解体

・工作物

（建築物以外）

・樹木等

・地下埋設物

埋設配管

・解体後の整地

・施工計画調査

・石綿粉じん

 濃度測定

・石綿含有

 吹付け材の

 除去

・石綿含有

 保温材等の

 除去

・石綿含有

 成形板の除去

・石綿含有

 仕上塗材

 の除去

・石綿含有の

 設備資機材の

 除去
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章

１）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指

す。

　　建築工事標準詳細図（令和４年版）国土交通省大臣官房

   官庁営繕部整備課

《1.4.1 》

　※石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によっ

て石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料

等の使用の有無について調査する。

　　調査範囲（※施工範囲全て　　・図示　　　　　　）

　　貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　・既存図面）

　・分析による石綿含有建材の調査

　　分析対象

　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

　　　クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　　分析方法

　 サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　採取箇所　　　・図示　　　

《2.2.1》

騒音・粉じん等の対策

　・防音パネル　・防音シート　・養生シート　

設置範囲及び高さ

　・図示（　Ａ　／　１２　図による）　

（2.2.4）

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚

生労働省　平成21年4月24日）の「（別紙）手すり先行工法

等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たって

は、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の

組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は

(3)手すり先行専用足場方式により行う。

《2.4.3》

鋼矢板等の抜き後の処理　　

　　　　　　　　　　　　　※直ちに砂等で充填する

《3.9.2》

杭

　・行う　　　　　・行わない

杭の解体工法

　・引抜き工法　　・粉砕による解体

《3.10.1》

さく、照明設備等の附属物の解体

　・行う（　　　／　　　図による）

　《3.11.1》

樹木の伐採抜根及び移植

　・行う（　　　／　　　図による）

　《3.12.1》

地下埋設物及び埋設配管の解体

　・行う（　　　／　　　図による）

　《3.13.1》

解体後の埋戻し及び盛土

　・行う　　　 ・行わない

　　　整地高さ

　　　　・現状ＧＬ　　・図示（　　　／　　　図による）

　　　埋戻し及び盛土の材料

　　　　・山砂の類

　　　　・他現場の建設発生土の中の良質土

　　　　・再生コンクリート砂

　　　埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め

固めること。

解体後の地均し

　・基礎部分等の撤去範囲の地均しを行う

　・敷地全体の地均しを行う

　・敷地の地均しを行わない

《5.1.2》

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　《6.1. 3》

　測定時期、場所及び測定点

　測定方法

　・自動測定器による測定

　・JIS K 3850-1に基づいた測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《6.3.2、3》

　除去対象範囲　　・図示　　

　　工法　　　　・　　　　※6.3.2(1)

　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

　　※湿潤化　　　・固形化

　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《6.4.1》

　除去対象範囲　　・図示　

　　工法　　　　・破砕して除去　・原型のまま手ばらし

　除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　　※湿潤化　　・固形化

　除去した石綿含有保温材等の処分　

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《6.5.1》

　除去対象範囲　　・図示

　除去した石綿含有成形板の処分

　　・石綿含有せっこうボード

　　　　※埋立処分（管理型最終処分場）

　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　・埋立処分（安定型最終処分場）

　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

作業場所周辺養生

　　・行う　　　・行わない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《6.6.1》

　除去対象範囲　　・図示      

　工法　・集じん装置付き超高圧水洗工法（ 100Mpa 以上）

　　　　・湿式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　　・乾式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　　・剥離剤（薬品）工法

　　　　・超音波ケレン工法

　 　 　 　

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

　　・埋立部分（安定型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

アスベスト含有の設備資機材の処理については、取りこわ　

し特記仕様書（電気設備の部）及び（機械設備の部）によ

る。

特　記　事　項

幾島町集会所解体工事

　五所川原市字幾島町22-3

　174.45㎡（登記簿）

　2）外構

取りこわし一式

　　②屋外給水設備

　　　　ｲ）屋外排水設備

　　　　ｲ）屋外給水設備 取りこわし一式

取りこわし一式　　　　ｲ）屋外コンクリート土間

　　③雑工作物

　　④整地 一式

　　⑤電気設備（屋外）

　　⑥機械設備（屋外）

一式

一式

　　　　（別仕様書による）

　　　　（別仕様書による）

４．指定部分

５．工事範囲

３．工事種目

　・有　・無　　対象部分（　　　　　　）

　すべての躯体（捨てコンクリートまでとし、砂利地業は除く）

　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

　及び仕上げ材すべてとする。

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事 特記仕様書１

N/S

Ａ－０１

2025/10/08



 コンクリート塊

 アスファルト、

 コンクリート塊

　　 備　　考　　施設所在地　　 施設名称　　 名　　称

受入れとして積算している。　 処理

・ 建設副産物の

 他

 の

章 項　　目 特　　記　　事　　項

 一

 般

 共

 通

 事

 項

・ 産業廃棄物広

 　域認定制度 事前に監督員と協議すること。

 解

 体

 施

 工

・ PCB含有シー

　 リング材の撤

 　去方法

※「標準施工要領書(日本シーリング工事業協同組合連合会

 　/日本シーリング材工業会)」による。

　（撤去範囲　　※ 図示　・　　　　）

 そ

 建設発生木材

　・ 最終処分する建設廃棄物

　　 名　　称 　　 施設名称 　　施設所在地 　　 備　　考

　・ 処理に注意を要する建設廃棄物

　　 名　　称 　　 施設名称 　　施設所在地 　　 備　　考

 CCA処理木材

 ひ素・カドミウム

 含有石膏ボード

 石膏ボードの処理

　・ 特別管理産業廃棄物

　　 名　　称 　　 施設名称 　　施設所在地 　　 備　　考

 廃油

 廃酸

 廃アルカリ

 ダイオキシン含有

 廃棄物

　・ アスベスト含有建材

　　 名　　称 　　 施設名称 　　施設所在地 　　 備　　考

　・ 特殊な建築副産物

　　 名　　称 　　 施設名称 　　施設所在地 　　 備　　考

　取りこわしにより発生する建設副産物は、以下の施設での

　・ 特定建設資材廃棄物

※　解体工事

　　施工技士

　産業廃棄物広域認定制度により廃棄物を処理する場合は、

　解体工事の適切に管理するため、解体工事施工技士を1名

以上現場に配置すること。

（株）坂本光組 五所川原市飯詰沢田

五所川原市飯詰沢田（株）坂本光組

青森市鶴ヶ坂青森県産廃処理(協) 石膏ボード

パルプセメント板 〃 〃

 ガラス・陶磁器くず

 畳 中泊町芦野福泊（株）竹内組

青森県産廃処理(協) 青森市鶴ヶ坂

青森市鶴ヶ坂青森県産廃処理(協)

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事 特記仕様書２

N/S

Ａ－０２

2025/10/08



１，工事場所

２，敷地面積

４，工事種目

Ⅰ、工事概要

建築工事　特記仕様書による。

建築工事　特記仕様書による。

（以下「解体共通仕様書」という。）により、解体共通仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書

（機械設備工事編）令和4年版）」（以下「改修工事標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の「公共 建築設備標準図

工事の着手、施工にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な手続き等を遅延なく行う。

○家電リサイクル

１，共通仕様

２，特記仕様

（１）一般共通事項　（●印のものを適用し、○印のものは適用しない。）

●官公署への手続き等

●　給水装置　　　　　　廃止届けとする。

○　貯油槽　　　　　　　廃止届けとする。
Ⅲ．取りこわし内容

（１）共通

●　図示された、機器・ダクト・配管の取りこわしを行う。

●　コンクリート埋設部及び土間部の配管は建物と一体に取りこわしてもよい。

Ⅱ、工事仕様

（機械設備工事編）令和4年版）」（以下「標準図」という。）による

○アスベスト含有製品処理

　撤去する長方形ダクトのフランジ部、配管のエルボ・チーズ部に含まれる石綿を処分するため、フランジ・エルボ

１．ダクトの切断に当たり飛散防止処置として、フランジ部を飛散抑制剤の塗布又はテープ貼りを行う。

ダクトフランジパッキン及び配管エルボ部保温材の処理方法は、以下による。

石綿含有ﾌﾗﾝｼﾞｶﾞｽｹｯﾄ

ダクトフランジ部撤去参考詳細図　 ﾀﾞｸﾄ切断部

２．フランジ部両側約１００ｍｍの箇所において慎重に切断する。

３．ダクト片側の切断終了後、フランジ部内部を外面同様、飛散防止処置として飛散抑制剤の塗布又はテープ貼を

　　行い、もう片側の切断を行う。

４．切断したフランジ付ダクトは、ビニール袋等に詰め、構外搬出適切処理とする。

１．配管の切断に当たり飛散防止処置として、保温材部を飛散抑制剤の塗布又はテープ貼を行う。

保温材

保温材

配管エルボ・チーズ部撤去参考詳細図　

２．保温材部両側約１００ｍｍの箇所において慎重に切断する。

３．切断した保温付配管は、ビニール袋等に詰め、構外搬出適切処理とする。

配管切断部

配管切断部

石綿含有保温材100

　チーズの前後を切断し、他のダクト・配管とは別に廃棄を行う。

３，建物概要

構　　造 階　　数 区　　分建物名称

集会所 木　造

●　排水設備　　　　　　廃止届けとする。

○　都市ガス設備　　　　廃止届けとする。

○廃油処理　

配管種別 配　　　管　　　材　　　料

空気調和

排水

●　配管種別（既設配管）

給水

ガス

給湯

約100 約100

○汚泥・汚水処理 浄化槽及び排水槽内は汚泥・汚水を汲み取り、内部清掃を行う。ただし、汚泥・汚水・清掃洗浄水の回収費は（○本工事　○別途）とする。

○冷媒（フロン類）の回収 冷凍機、パッケージ形空気調和機等の撤去に伴う冷媒回収方法は、改修標準仕様書第３編２．４．３により適切に行うこと。

ただし、家電リサイクル対象機器は除く。　冷媒回収の費用は（○本工事　○別途）とする。

10
0

配管切断部
配管切断部

配管切断部

石綿含有保温材100100

10
0

○　本工事　

●　ダクト付属品・配管付属品は、ダクト・配管と一体で取りこわしてよい。

〇　ダクト種別　〇　亜鉛鉄板　○　鋼板製
○　保温種別　　○　ロックウール保温材　○　グラスウール保温材　○　ポリスチレンフォーム保温材　○　化粧ケース（樹脂製）
●　衛生器具　　●　陶器製　　○　ＳＵＳ製

○　オイルタンク ○　オイルタンク本体は、掘り起こし撤去とする。

○　オイルタンクの用途廃止に係る安全管理指針に基づき撤去する。

○　オイルタンク掘り起こし後は、現場発生土にて埋め戻しとする。

○　屋外給水配管の埋設深さは６００Ｈとする。

○　屋外ガス配管の埋設深さは６００Ｈとする。

●　桝掘り起こし後は現場発生土で埋め戻しとする。

●　配管土工事は本工事とし、掘り起こし後は現場発生土で埋め戻しとする。●　屋外設備

○　浄化槽、排水槽

○　浄化槽掘り起こし後は、現場発生土にて埋め戻しとする。

○　浄化槽掘り起こしに伴う掘削工法は、法付け工法とする。

●　給水装置　　　　　　○　本管にて閉栓とする。　　〇　敷地内第１弁を閉としプラグ止めの上、埋設標示杭設置とする。　●　図示

●　排水設備　　　　　　○　本管にて閉止とする。　　●　公設桝にてキャップ止めとする。　〇　図示

○　都市ガス設備　　　　○　本管にて閉栓とする。　　○　敷地内第１弁を閉としプラグ止めの上、埋設標示杭設置とする。

○ダイオキシン類処理　

○廃酸・廃アルカリ処理　 吸収冷凍機、吸収冷温水機等の撤去前に臭化リチウム水溶液の抜き取りを行う。ただし、抜き取り費用は（○本工事　○別途）とする。

焼却炉等の撤去前に残灰よりサンプリング調査を行い、監督職員に報告する。ただし、サンプリング費用は（○本工事　○別途）とする。

　　　　　　　オイルタンク、サービスタンク、油配管等は撤去前に内部清掃を行う。ただし、内部清掃、洗浄油の回収費用は（○本工事　○別途）とする。

2階

●　取りこわし機器表

数量φ 設置場所 備　　考Ｖ記号 ｋＷ機　　器　　仕　　様機器名

洋風便器 １石綿含有設備資材撤去リスト（記載例）

寸　　法種　　類

ダクトフランジ部

２００×１５０

箇　所 備　　考

４

２５０×１００ ４

３００×１５０ ４

４００×１５０ ２

５００×１５０ １０

７００×３００ ９

３００×１５０ ２１

５５０×２５０ ６

６００×２５０ ２

６００×３００ ３

７５０×３００ ２

（０．５）

（ダクト板厚）

（０．５）

（０．５）

（０．５）

（０．６）

（０．６）

（０．５）

（０．６）

（０．６）

（０．６）

（０．６）

※ ダクトフランジ部の撤去に先立ち、フランジ部１箇所につき２箇所切断する。

対象機器は、　　　　　　　　　　　　とする。なお、冷媒回収はポンプダウン方式とする。（リサイクル料金は本工事とする。）

※ 機器内部にアスベスト等含有している可能性がある機器は製造メーカーに確認し、監督職員に報告する。

延べ面積（㎡） 備　　考

○　浄化槽　　　　　　廃止届けとする。

○　ボイラー　　　　　廃止届けとする。

○　昇降機　　　　　　廃止届けとする。

幾島町集会所解体工事　特記仕様書（機械設備）

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）」

取りこわし１棟

集会所　機械設備　取りこわし一式

○　冷媒管 ○　冷媒用被覆銅管

○　通気管

●　雑排水管

●　汚水管

●　屋内給水管

●　屋外給水管

○　給湯管

●　屋外排水管

○　屋内ガス管

●　水道用亜鉛メッキ鋼管　○　塩ビライニング鋼管　○　ポリエチレン粉体ライニング鋼管　

○　水道用硬質塩化ビニル管（ＶＷ）　●　ポリエチレン管　○　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

○　排水用鋳鉄管　○　塩ビラインニング鋼管　○　鉛管　●　ビニル管(ＶＵ)

○　コンクリート管　●　ビニル管（ＶＵ）

○　配管用炭素鋼鋼管（白）

○　屋外ガス管 ○　ガス用ポリエチレン管　○　配管用炭素鋼鋼管（白）

○　配管用炭素鋼鋼管（白）　○　銅管

○　配管用炭素鋼鋼管（白）　●　ビニル管(ＶＵ)

○　配管用炭素鋼鋼管（白）

○　冷温水、冷却水 ○　配管用炭素鋼鋼管（白）

○　ドレン管 ○　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）　　○　配管用炭素鋼鋼管（白）

○　油 ○　配管用炭素鋼鋼管（黒）

○　蒸気 ○　配管用炭素鋼鋼管（黒）　○　圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

77.41

トイレ

玄関流し不凍栓

屋外不凍栓 １ 屋外

１

消火器

トイレ１水抜き栓

２ 1階集会室、2階会議室 表示板スタンド共

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事

N/S

Ａ－０３

特記仕様書３

2025/10/08



１．工事場所

Ⅰ．工事概要

１．共通仕様

２．特記仕様　（●印のものを適用し、○印のものは適用しない）

Ⅱ．工事仕様

２．敷地面積

（１）一般共通事項
　● 発生材の種類、処理等は工事補足説明事項による。

３．工事種目１）集会所　　　電気設備　　　　取りこわし一式

　○ 分析調査

　　　　○ 微量ＰＣＢ含有調査　　（　　　　　　　　　　　　）

　　　　○
　　　　○ アスベスト含有調査　　（　　　　　　　　　　　　）

　○ 図示された機器類、配管配線、ケーブルの解体を行う。（地下埋設物、埋設配管を含む）
　● 下記の廃棄物等及び機器類は内外装材の解体前に取外し又は回収する。
　　

（２）取りこわし内容

　　○ 有り

　　● 無し　（解体共通仕様書による「施工調査」の結果、分析調査の必要が生じた場合は監督職員と協議すること。）

 　　これ以外の配管配線、機器類はコンクリート及び内外装材と同時に解体してよい。

　　　　　再資源化を図るもの
　　　　　　○ 小型二次電池

　　　　　特別管理産業廃棄物
　　　　　　○ アスベスト含有材　　（ ○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　● ＰＣＢ含有機器　　　（ ●蛍光灯安定器　○変圧器　　○　　　　　　）
　　　　　　○ 廃油　　　　　　　　（ ○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　○ 廃アルカリ　　　　　（ ○アルカリ蓄電池　○　　　　　　　　　　　）
　　　　　特殊な建設副産物
　　　　　　○ イオン化式感知器

　　１）廃棄物等　（「施工調査」の結果、●印以外の廃棄物等が確認された場合は監督職員と協議すること。）

　　　　　　○ 六ふっ化硫黄（SF6）ガス　（ ○ガス絶縁開閉器　○　　　　　　　　）

　　　　　　● 蛍光ランプ及びＨＩＤランプ（水銀リサイクル共）
　　　　　　○

　　　　　○ 受変電盤
　　　　　○ 直流電源装置
　　　　　○ 発電装置
　　　　　○

　　２）機器類

幾島町集荷所解体工事
取りこわし特記仕様書（電気設備）

取りこわし特記仕様書（建築工事）による。

取りこわし特記仕様書（建築工事）による。

　　取りこわし特記仕様書（建築工事）による。

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事 特記仕様書４

N/S

Ａ－０４

2025/10/08



階 室　名

床

仕　上

下　地

厚

厚

玄関

便所

コンクリート

集会室

ホール

会議室

厚仕　上

巾　木

Ｈ

プリント合板

厚

厚

下　地

仕　上

壁 天　井

仕　上

下　地

厚

厚

※ビニルクロス貼り

せっこうボード 7

備　考

ビニル床シート

ベニヤ

1.8

9.0
木製

7プリント合板

9※せっこうボード

※ビニルクロス貼り ※ビニルクロス貼り

※せっこうボード 712

60

フローリング

スタイロ畳の上絨毯敷

9せっこうボード

化粧ベニヤ

せっこうボード 7

7せっこうボード

ビニルクロス貼り

地蔵堂
※パルプセメント板せっこうボード 9コンクリート

30板張り

カーペット
階段

1階

■内部仕上表

流し

地蔵

収納棚

■外部仕上表

基　礎

床下換気口

外　壁

軒　裏

外部開口部

屋　根

無筋コンクリート造布基礎

縦格子（鉄製）

木ずりt=12、アスファルトフェルト下地、ラスモルタルt=15、塗装仕上

パルプセメント板

アルミ製単板ガラスサッシ

一部木製単板ガラス

野地板：散板t=12

アスファルトルーフィング

カラーガルバリウム鋼板t=0.35

※アスファルトフェルト

部　位 下地・仕上 備　考

－

－

木製

－

側板

フローリング 12

12構造用合板

ベニヤ 3
木製

ベニヤ ベニヤ

3

3
洋風便器

－

化粧せっこうボード

7

※ビニルクロス貼り

※ビニルクロス貼り3

スタイロ畳 60 3化粧ベニヤ

せっこうボード 9

物入・押入
3 3

3 ※ビニルクロス貼り

7せっこうボード

化粧ベニヤ

せっこうボード 9

2階

※は石綿含有建材を表す

※パルプセメント板

※は石綿含有建材を表す

小林歯科医院

聖心幼稚園

県立
五所川原高校

中村輪業商会

飛藤商店

（株）川浪米穀

工藤忠菓子問屋

松本惣菜店

県
道
163号

　
沖
飯
詰
五
所
川
原
線

県
道
151号
　
蒔
田
五
所
川
原
線

工事場所

工事場所：五所川原市字幾島町22-3

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事 付近見取図、仕上表

N/S

Ａ－０５

2025/10/08



仮囲い成形鋼板

キャスターゲート

Ｈ＝2.0ｍ　Ｌ＝49.1ｍ

Ｈ＝1.8ｍ　Ｌ＝6.0ｍ

仮設工事

配置図 S:1/100

8.710

8.652

8.645

8.732

9.359

8.785

9.315

8.655

8.4408.733

8.247

7.844

7.915

8.362
7.518

8.287

8.403

22-3

22

道
1-3

1-33

11-9

22-6

水

官地

Ｎ

6,285
8.638

6,639

1.
09
3

道
路
境
界
線

6.
72
8

道
路
境
界
線

5.
75
6

道
路
境
界
線

8.798

隣地境界線

7.
76
8

隣
地
境
界
線

3.060
隣地境界線

11.207

隣
地
境
界
線

10.32
4

隣地境
界線

BM 8.691

8.695

7.583

7.390

解体建築物
集会所
木造2階建

仮囲い
成形鋼

板H=2
.0m

仮
囲
い
成
形
鋼
板
H=2.0m

仮囲い成形鋼板H=2.0
m

仮
囲
い
成
形
鋼
板
h=
2.
0m

仮囲い成形鋼板H=2.0m

仮
囲
い
成
形
鋼
板
H=
2
.0
m

キ
ャ
タ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト

11.4m

10.4m

4.3m

7.
5m

8.5m

6.
0m

7.
0
m

既設消火栓
建物解体後、消火栓撤去について
要消防署打合せ

既設電柱
建物に近接の為、電柱及び
上空架線に注意

(As)

(As)

(As)

Ｍ

不凍栓

量水計

公設枡

Ｍ

止水キャップ止め

本管

集会所

官地

道
路

給水管止水位置

※排水管は公設枡前で
　キャップ止めとする。

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事

1/100

配置図
Ａ－０６

2025/10/08



建築面積求積図 S:1/100

4.545

0
.9
0
9

A1

9.090

3
.6
36

A2

1.132

0
.5
10

A3

1.212

2.
72
7

A4

建 築 面 積 表

計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A1 4.545×0.909 4.131405

A2 9.090×3.636 33.051240

A3 1.132×0.510 0.577320

A4 1.212×2.727 3.305124

12.42    41.06    

1階 床面積求積図 S:1/100

3.636

0.
9
09

A1

8.181

3.
63
6

A2

1.132

0.
51
0

A3

1.212

2
.7
27

A4

床 面 積 表<1階>

計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A1 3.636×0.909 3.305124

A2 8.181×3.636 29.746116

A3 1.132×0.510 0.577320

A4 1.212×2.727 3.305124

11.17    36.93    

2階 床面積求積図 S:1/100

4.545

0.
9
09

A1

9.090

3.
63
6

A2

1.212

2
.7
27

A3

床 面 積 表<2階>

計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A1 4.545×0.909 4.131405

A2 9.090×3.636 33.051240

A3 1.212×2.727 3.305124

12.24    40.48    建築面積

１階床面積

２階床面積

延床面積

㎡

面　積　表

41.06

36.93

40.48

77.41

㎡

㎡

㎡

敷地面積 ㎡

2階 平面図 S:1/100

会議室
（29.74㎡）

押入押入物入

DN

ホール

909 1,818 1,818

4,545 9092,7279091,212

10,302

8,181

9091,212

2,121

10,302

3
,6
3
6

9
09

4,
5
45

90
9

1,
2
12

60
6

2,
72
7

90
9
9
09

4,
5
45

CH=2,190

CH=2,260

CH=2,220

勾配天井

CH=1,820

1階 平面図 S:1/100

3,636 9092,1671,4691,13280

9,393

7,272

9091,212

2,121

9,393

3
,6
36

9
09

4,
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図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事
Ａ－０７
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平面図、求積図

2025/10/08



北側 立面図 S:1/100
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南側 立面図 S:1/100
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西側 立面図 S:1/100
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図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事

1/100

立面図
Ａ－０８
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2階 屋根伏図 S:1/100
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　軒裏面積：45.788×0.364＝16.666㎡

1階 屋根伏図 S:1/100
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.
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※軒先長：1.898ｍ
　軒裏面積：1.898×0.364＝0.691㎡
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68
9

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事
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 屋根伏図
Ａ－０９
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矩計図 S:1/30
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　▼1CH

　▼2FL

　▼2CH

　▼軒高

絨毯敷き
スタイロ畳t=60
フローリングt=12
床根太60×60＠303
大引105×105＠1212

野縁30×40＠909
せっこうボードt=7
ビニルクロス仕上

野縁30×40＠909
せっこうボードt=7
ビニルクロス仕上

スタイロ畳t=60
構造用合板t=12
散板t=12
床根太60×120＠455

会議室

集会室 地蔵堂

押入

せっこうボードt=9
ビニルクロス仕上

腰壁
プリント合板t=3

91
0

せっこうボードt=9

パルプセメント板t=7

ベニヤt=3

ベニヤt=3

ベニヤt=3

化粧ベニヤt=3
せっこうボードt=9

ラスモルタルt=15塗装仕上
アスファルトフェルト

木ずりt=12

ラスモルタルt=15塗装仕上
アスファルトフェルト
木ずりt=12

小屋束105×105＠1818

カラーガルバリウム鋼板ｔ=0.35
アスファルトルーフィング
野地板t=12
垂木45×45＠454.5
母屋105×105＠909

無筋コンクリート布基礎
150×700

束石ブロック
250×250＠1212

床束130×130＠1212

コンクリートt=300

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事

1/30

矩計図
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基礎断面図 S:1/30
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図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事

1/30,100

※特記なき部材は140*140とする

各伏図
Ａ－１１

2025/10/08



キャスターゲート姿図 S:1/50
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図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事

1/50,100

仮設計画図
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北側 立面図 S:1/100

南側 立面図 S:1/100 東側 立面図 S:1/100

西側 立面図 S:1/100

面積:44.26㎡

面積：77.16㎡ 面積:44.18㎡

最
大
6,
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6

枠組本足場
W=600
シート養生共

面積77.26㎡

図面№図面名工事名

備　考 日付 縮尺

株式会社 工藤設計1級建築士事務所

〒037-0045
青森県五所川原市字新町19-1
TEL・FAX 0173-23-4672

建築士事務所（青森県知事）登録　第1722号

一級建築士　国土交通大臣登録　第347270号　工藤一二

KUDO ARCHITECT STUDIO 幾島町集会所解体工事
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外部足場立面図
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